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はじめに ～約２年半のコロナ禍における宮崎海岸事業の取組について～

皆様、国土交通省宮崎河川国道事務所海岸課です。平成２０年から宮崎海岸事業にご理解、ご協力を頂き、誠にあ
りがとうございます。
この２年半はコロナの感染防止を防ぐため、談義所等の皆様にお集まり頂く会議、イベントを全て中止とさせてい

ただきました。そのような状況の中で、この２年半で、宮崎海岸事業で実施したことを説明させていただきます。

１．養浜工事の実施
・毎年９月以降に養浜工事を実施し、宮崎海岸の砂浜復元に努めています。令和３年度までに約20０万ｍ３（うち、令和２年度：
約２０万ｍ３，令和３年度：約４０万ｍ３）の土砂を投入しました。

２．宮崎海岸に関係する測量、波浪調査や動植物調査の実施
・毎年、宮崎海岸の現状を把握するため、地形測量や波浪観測、動植物調査等を実施しています。特にアカウミガメ調査は非常
に重要なものです。

３．「宮崎海岸侵食対策検討委員会」や「効果検証分科会」の実施
・測量や波浪、動植物調査の結果を元に、年に１回、宮崎海岸の効果検証の会議を開催しています。詳細については、宮崎河川
国道事務所のホームページに会議資料を掲載中です。

４．パンフレットやホームページの更新
・宮崎海岸事業の最新情報を皆様にご報告をするため、宮崎河川国道事務所（海岸事業）のホームページを随時、更新していま
す。また、平成２６年度に作成した「宮崎海岸の侵食対策」のパンフレットを令和４年9月に子供向け用に一部更新しました。

５．今後の予定
・新型コロナウイルス感染症拡大の低減が図られましたら、皆様と一緒に

○市民談義所
○参加・体験型談義（宮崎海岸サポーターズ）
○工事を見ながら、宮崎海岸を一緒に歩こう！

等を企画していきたいと思います。

その際は、引き続き、宮崎海岸事業のご理解、ご協力をお願いします。
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１．実施中の工事と事業効果の例

（１）事業の進捗状況

（２）令和３年度工事の実施状況と今年度の予定

①台風等による急激な侵食から背後地を守るための予防的・応急復旧的養浜

②突堤既成部分を有効に活用して砂浜回復を図る川砂利・川砂養浜

③他事業と連携して効率的に養浜するためのサンドバイパス試験施工

④直近の工事予定

（３）昨年度確認した事業効果の例

①アカウミガメの上陸・産卵状況



（１）事業の進捗状況
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埋設護岸(サンドパック）

◆アカウミガメ（宮崎県指定天然記念物）の産卵への配慮

・養浜、突堤、埋設護岸を順次整備中（埋設護岸は完成）
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一ツ瀬川
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（L=1,600m）

みやざこう

宮崎港



（参考） 事業全体スケジュール - 4 -

・養浜はⅠ期では砂丘頂部の低下抑制（急激な侵食防止）を主目的として実施し、突堤・補助突堤による南

への流出抑制が機能してくるⅡ期・Ⅲ期では、砂浜回復・維持を主目的とする。

・突堤・補助突堤は急激に設置すると影響が大きいことから、「宮崎海岸ステップアップサイクル」に従い、養
浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認しながら着実に整備を進めていく。

・埋設護岸は高波浪時の砂丘頂部の低下（急激な侵食）を抑制することが目的であるため、できるだけ早期
に整備を行う。

整備内容
Ⅰ期

(Ｈ23～Ｈ29)
Ⅱ期

(Ｈ30～R04)
Ⅲ期

(R05～R09)
期待する効果

養浜工 280万m3 砂浜の回復、維持

突堤の整備 L=300m 砂浜の安定

補助突堤の整備
 　　L=150m，50m

埋設護岸の整備
 　　L=2,700m

浜崖頂部高の保持

砂丘頂部の低下（急激な侵食防止）を抑制 砂浜回復・維持

養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認できるだけ早期に整備 養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認

＜第４２回宮崎海岸市民談義所（令和元年7月開催）資料より引用＞



（２）令和３年度工事の実施状況と今年度の予定
①台風等による急激な侵食から背後地を守るための予防的・応急復旧的養浜
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大炊田の例：2022（R4）年2月1日撮影 T.P.+0.64m

□内 容 ： 高波浪による急激な侵食から背後地を守るため、台風等の前や
後に、サンドパック周り等の砂浜の侵食が顕著な箇所に、予防
的・応急復旧的な養浜を実施する

□令和３年度
の実施状況：

大炊田、動物園東などに約40万m3の養浜を実施した
（参考：令和２年度約20万m3，令和元年度約17万m3）

□令和４年度 ：
の予定

台風後等の巡視や測量等により異常箇所を速やかに確認し、予防
や応急的措置を臨機に実施予定



（２）令和３年度工事の実施状況と今年度の予定
②突堤既成部分を有効に活用して砂浜回復を図る川砂利・川砂養浜
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〇投入材料の例
大淀川右岸16k160 小丸川左岸3k450

20cm

〇令和３年度投入後の様子

□内 容 ： 突堤既成部分を少しでも有効に活用し、完全に消
滅してしまっていたコンクリート護岸区間の砂浜
を少しでも早期に回復させるため、歩留まりが期
待できる川砂利・川砂を用いた突堤周辺への直接
的養浜を実施する

□令和３年度
の実施状況：

突堤区間に、約9万m3の川砂利・川砂養浜を実施。
底質調査、測量等のモニタリングから想定どおり
海岸線にとどまる傾向を確認
（参考：令和２年度約6万m3，令和元年度約3万m3）

□令和４年度 ：
の予定

突堤区間に川砂利・川砂養浜を実施予定

○川砂利養浜の実施箇所

0 100 200 (m)

突堤L=75m補助突堤①
L=50m

H29/05/11撮影(国土地理院)

補助突堤②
L=50m

2022(R4)年2月1日撮影
潮位T.P.+0.34m



（２）令和２年度工事の実施状況と今年度の予定
③他事業と連携して効率的に養浜するためのサンドバイパス試験施工
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河口河道内の
航路浚渫土砂を利用

□内 容 ： 将来の維持養浜に向けた効率的・効果的な養浜手法に関し、有効な手法であるサンドバイ
パスの試験施工を関係機関と連携して実施する

□令和３年度
の実施状況：

・一ツ瀬川河口付近の富田漁港等の浚渫土砂1.4万ｍ３のサンドバイパス（投入箇所：大炊
田）を実施し、連携手法や課題を確認した

（参考：令和２年度約0.4万m3，令和元年度約1.5万m3）

・実施に先立ち、国・県・市の関係部局からなる「宮崎海岸情報共有会議」を設置。土砂
調達のルールについて整理、共有するとともに、一ツ瀬川河口付近の浚渫や掘削予定か
ら試験施工の調整を行った

□令和４年度 ：
の予定

一ツ瀬川河口付近で0.4万ｍ３程度を調整中



（参考） サンドバイパスについて - 8 -

宮崎港

一ツ瀬川 石崎川
突堤補助

突堤①
補助
突堤②

土砂の移動

汀線付近の
堆積箇所

海中の
堆積箇所

採取

採取

投入 投入

サンドバックパスサンドバイパス

採取 投入
土砂の移動土砂の移動

【サンドバイパス】

港等の構造物によりせき止められた土砂（漂砂）を、せき止められて侵食した土砂の流れの下手側に人為的
に移動し、砂浜を復元する工法

なお、せき止められた土砂(漂砂)を、土砂の流れの上手側に人為的に戻し、砂浜を復元する工法をサンドバッ
クパスと言う

宮崎海岸のイメージ

サンドバイパス工法

波の侵入方向

砂の流れの方向

サンドバイパス

砂の流れの方向

堆砂 侵食

河口

サンドバックパス工法

波の侵入方向

砂の流れの方向

サンドバックパス

堆砂
侵食域の広がり

港

※このイメージ図は、サンドバイパス及びサンドバックパスの想定案を紹介したものです



（２）令和３年度工事の実施状況と今年度の予定
④直近の工事予定
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対策工 計画量
R3年度まで
上段：施工量
下段：進捗率

R4年度 R5年度 R6年度

養浜

砂浜回復および
急激な侵食への対応

280万m3

185.8万m3

207.2万m3

（74%）

実施予定 実施予定 実施予定

早期の砂浜形成 18.1万m3 実施予定 実施予定 実施予定

サンドバイパス 3.3万m3 実施予定 実施予定 実施予定

埋設
護岸

動物園東 1100m 1100m完成済み
（100%）

大炊田 1600m 1600m完成済み
（100%）

突堤

突堤 300m 75m
（25%）

実施しない
予定

状況によって
は実施

状況によって
は実施

補助突堤① 150m 50m
（33%）

実施しない
予定

状況によって
は実施

状況によって
は実施

補助突堤② 50m 50m完成済み
（100%）



（参考） 宮崎海岸侵食対策（埋設護岸，川砂利・川砂養浜）の実施状況写真 - 10 -

河口河道内の
航路浚渫土砂を利用

突堤群への
川砂利・川砂養浜 ・早期砂浜回復を図るため、歩留まり効果が期待される川砂利・川砂養浜を関係機関と連携し令和3年度も実施。令和4年度も継続します

埋設護岸
の機能維持令和3年10月と令和4年2月の写真を

比較し、実施状況を紹介します

・ 高波浪にて流出した埋設護岸の覆土養浜を令和4年3月末までに、全区間にて復旧。
（令和４年2月写真は、大炊田海岸の養浜施工中の状況です）

・ 令和4年度も、台風期以降に覆土養浜の復旧を行います



（３）昨年度確認した事業の効果の例
①アカウミガメの上陸・産卵状況
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〇令和３年の上陸・産卵状況
〇令和４年の上陸・産卵状況

産卵跡

養浜工事の仕上げに砂丘と
養浜の境をほぐす工夫

大炊田地区 R3.7.19

上陸跡

動物園東地区 R3.6.29

産卵跡

・覆土養浜材には良質な砂を使う工夫や、陸側の締まった砂をほぐすなどの工夫を実施している。
・2022(R4)年にも、大炊田、動物園東で上陸・産卵を確認している。

大炊田地区 R4.6.16

上陸跡

動物園東地区 R4.6.14

孵化の跡
上陸跡
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２．昨年度の市民談義所、委員会等について



昨年度の市民談義所、委員会等での検討結果
- 13 -R3.12公表資料



昨年度の市民談義所、委員会等での検討結果
- 14 -R3.12公表資料



（参考）参加･体験型談義 「第2回宮崎海岸サポーターズ」企画・募集結果 - 15 -

■参加･体験型談義（宮崎海岸サポーターズ）は、子どもから大人まで幅広い世代の市民が砂浜で楽しく体を動かし、宮崎
海岸の利用や維持について談義を展開することを目的として開催するものです。

・宮崎海岸で活動されている市民
サポーターの方々と協働で企画を行いました。

市民参画による企画

・宮崎海岸沿岸（檍・住吉・佐土原地区）の
小学校・自治会等に案内を送付し（約
9,000枚）、取組みの広報を行いました。

広報

市民サポーターの皆さん

なぎさ・保安林に親しむ会

広瀬西小学校区地域づくり推進委員会

住吉海岸を守る会

松木水産有限会社

山西水産株式会社

佐土原地区の有志

・募集開始直後から多くの参加申込み
（計81名）がありました。

・子どもから大人まで幅広い世代
の関心が高いことが伺えました。

・地区別では佐土原ｴﾘｱが7割以上で、
地元の関心が高いことが伺えました。

※令和4年9月10日開催予定でしたが、新型コロナ
ウイルス感染拡大状況を踏まえ、中止となりました。

参加募集

主な企画メニュー

砂浜で遊ぼう！

砂浜の宝さがし

砂浜を知ろう！

小さな生きもの調査

砂浜を守ろう！

ビーチクリーン

2～5歳(未

就学児）, 

5人, 6%

6～12歳

(小学生), 

29人, 36%

30～49歳, 

21人, 26%

50～64歳, 

8人, 10%

65～88歳, 

12人, 15%

年齢不明

(大人),

6人, 7%

参加希望者の年齢構成
合計81名


